
 

 

 

           

科学ってとっつきにくいし、 

身近に感じられないな…。 

という人も多いのでは？ 

 

伊与原 新／著 角川書店 

成金お嬢様・理緒の家庭教師

になった貧乏大学院生の律。

恋愛音痴の大学院生と元気な

小学生が事件に挑む、科学ガ

ールズミステリー。 

宮沢 賢治／著 くもん出版 

グスコーブドリはイーハトーブの森の

木こりの息子。冷害で家族を失うも、

苦難の末、火山局の技師になる。 

しかし再び冷害の危機が…。 

有名な児童文学ですが、実は科学の 

スパイスが散りばめられています。 

喜多喜久／著 中央公論新社 

構内に掘られた穴から見つかった 

化学式の暗号、クロロホルムを 

使った暴行など、大学で起こる 

不可思議な事件。大学随一の秀才、

Mr.キュリーこと沖野春彦准教授が

解き明かす事件の真相とは…。 

フィリップ K ディック／著 浅倉 久志／訳 早川書房 

第三次大戦後、放射能灰に汚された地球では、生きた動物を持

っているかどうかが地位の象徴になっていた。人工の電気羊し

かもっていないリックは、本物の動物を手に入れるため、懸賞

金を狙い〈奴隷〉アンドロイド狩りをはじめるが…。 

ヒュー・ロフティング／著 井伏 鱒二／訳 岩波書店 

動物と話ができる名医「ジョン・ドリトル先生」

は、サルたちを恐ろしい疫病から救うために、 

動物たちを引き連れてアフリカへ向かう。 

科学者も子供の頃夢中になって読んだ名著です。 

それなら 

科学に関する 

小説はいかがでしょう。 

 

いつの間にか引き込まれて、 

探究心がくすぐられること 

間違いなし！ 
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